
　シチズン時計㈱は、創業100周年を
記念したイベント「CIT IZEN“We 
Celebrate Time”100周年展」を12
月7日から16日まで、東京・南青山のス
パイラルガーデンで開催した。
　シチズンは創業以来、より多くの人
がより良い時計を身につけるため、常に
新しい技術開発に挑み、時計を作り続
けてきた。1976年には、「光」を電気エ
ネルギーに変えて「時」を刻むエコ・ド
ライブという独自の技術を開発。地球
上どこでも光さえあれば動き続けるこ
のシステムは、「世界中の市民が平等
に使える時計」と言え、シチズンの企業
精神の本質と捉えられる。
　その「光と時」をテーマにしたインス
タレーション「LIGHT is TIME」は、6
年にわたり、建築家の田根剛氏
（Atelier Tsuyoshi Tane Architect
s）と共に挑戦してきた表現。
　今回も時計の全ての部品を支える
基盤装置の地板を約7万2千個使用
し、新たなデザインで幻想的な空間を

創りだした。
　シチズン時計社長の戸倉敏夫氏は
「シチズンの名前の由来は、創業当時、
後藤新平伯（日本の医師・官僚・政治
家）が、“長く広く市民に愛されるよう
に”と、初めて先導した懐中時計に名づ
けたのが由来。その後ブランドとなり、
時代を経て後藤氏の思いを今も受け継

いでいる。市民に愛され
市民に貢献するという企
業理念のもと、人々の日
常に寄り添う製品であり
たいと、その時その時の
新しい技術を腕時計に
するという挑戦を積み重
ねてきた。これまでの100
年、これからの未来、いま
という我々を取り巻く全ての時間を祝
福し、喜びと感謝を伝えるために、We 
Celebrate Timeをテーマに、今回も田
根さんと作り上げた。時計の心臓部で
ある地板に、マニュファクチュールという
原点の意味を見出し、Life is Timeに
繋げた。時計作りに真摯に向き合う誇
りを世の中に発信できたと感じている。

幻想的なインスタレーションと共に、時
計作りの姿勢を、体験や触れてもらうこ
とで、“時計は面白い”と感じてもらえる
ことに期待している」と、会期前日のオー
プニングイベントの冒頭で述べた。
　田根氏は「世界の片隅や、世界の裏
側で起こることなどが、グローバルの環
境の中で、多くの人々の時代や環境を
大きく変えてしまう“時間”に来ている
のではと思う。何があっても時間を祝

福し、未来に繋げていこうとい
う思いを込めた」と説明した。
　会場では、シチズンが100年
にわたり、その時代の新しい技
術を腕時計にする為に挑戦し
てきた歴史や、部品から完成
品までをつくるマニュファク

チュールの現場の映像、道具なども展
示。またシチズンの最新の腕時計や、
創業100周年を記念して出版した画集
『寺山修司 時をめぐる幻想』も販売し
たほか、子供向けプログラムの時間の
話や、親子時計組立教室、お絵描き体
験など、シチズンの時計メーカーとして
の信念を表現する展示空間となった。

　2019年の幕を開ける鐘とともに、銀
座4丁目交差点にある和光の時計塔と

建物全体がライト
アップされ、夜空に

浮かび上がる
のをご存知だろ

うか？
　㈱和光では、銀座を愛す
る人々からの“新しい年の始
まりを4丁目の鐘で迎えた
い”という声に応え、1983年
（昭和58年）より「新年の鐘」
を鳴らしている。
　新年を迎える45秒前、和
光の時計塔のウエストミン
スター式チャイムが2019年

のプロローグを奏で始める。チャイムが
鳴り終わると、その余韻の後に続く12

打の午前0時の鐘。その1打目が鳴り響
く瞬間が、まさに新年、2019年の幕開
けとなる。
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　銀座和真フレンドショップは、今年
の秋季支部会の開催地を昨年の3会
場から5会場に拡大し、東京・札幌・福
岡・岡山・名古屋で開催。全会場の参
加者数は57社62名だった。
　なお、東京会場のみ商品展示会を
開催。他の会場は各加盟店とのフリー
ディスカションを行い、各加盟店の個
別販売促進作の成功例や失敗例を紹
介する時間も設けた。東京支部会への
参加メーカーは、青山眼鏡㈱、㈱内田
屋、デリーゴジャパン㈱、㈱サンリーブ、
㈱シャルマン、㈱村井、ビューレックス
西日本㈱、マルマンオプティカル㈱の8
社とした。
　総評としては、「札幌支部会開催前
の9月6日に、北海道胆振地方中東部
を震源とした北海道史上初の最大震
度7という地震が発生し、加盟店の被
害を心配した
が、什器が壊れ
た程度で済み
皆様無事との連
絡があり胸を撫
で下ろした。ま

た、何より加盟店
の被 害の大き
かった地区に向
かい、老眼鏡、拡
大鏡、補聴器用
電池の無料配布
を行うなどのボラ
ンティア活動を
行ったと伺い
頭が下がる思
いだった。その
ため、9月12日
を開催予定に
していた札幌
支部会は、10
月31日に延期
したものの無
事に開催でき
た。参加者数も
5会場で62名
と数多くの加
盟店が参加し、

盛況な内に全スケジュールを終了する
ことができた。銀座和真フレンドショッ
プは創設から31周年を迎え、支部会
開催地区の拡大については、昨年から
チャレンジしている。従来東京会場し
か選択の余地が無く参加できなかっ
た加盟店が、地元の福岡や岡山の会
場に参加でき、新たな交流を深められ
るなど実りある支部会になった。また、
東京会場以外の支部会では、各加盟
店で実施している個別販売促進策や
お客様対応の成功例・失敗例などの
発表があり活発な意見交換が行われ
た。参加した加盟店からは、和真直営
店情報、業界情報、商品情報、各種支
援計画など、年末年始、次年度への営
業活動に大変参考となったとの声が
聞かれた」として、参加加盟店並びに
協力のあった関係各社に感謝した。
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教  育  特  集＝教育現場の現状と将来
　消費者の価値が変わり、購入動機もモノからコトへ大きく変化し、販売方法の対応が迫られている。
一方でSNSや動画など新しい発信方法が加わってきているが、いつの時代もものづくりの基本は「教
育」にある。確かな技術と確かな知識を備え、世界で戦える、日本のものづくりを支える次世代の若者
を業界全体で育てていきたい。［＝2、3面］
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